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(57)【要約】
【課題】湾曲した湾曲部の先端部を小回りさせるために
湾曲部を先端側から湾曲でき、湾曲している湾曲部を容
易に復帰させることができ、容易に先端側から最大湾曲
を行うことができる内視鏡を提供する。
【解決手段】密着コイルバネ１８０はコイルバネ受け３
９によって挿通可能に保持されている。また密着コイル
バネ１８０には、操作ワイヤ４２が挿通している。密着
コイルバネ１８０の基端部１８０ａは、密着コイルバネ
１８０の軸方向の移動を固定する固定部１６０によって
配置位置を固定される。また密着コイルバネ１８０の先
端部１８０ｂは、操作ワイヤ４２に沿って進退自在に移
動可能である。湾曲部２２が最大に湾曲した際、内周部
における先端部１８０ｂは、操作ワイヤ固定部１７０に
当接せずに、操作ワイヤ固定部１７０近傍まで移動し、
外周部における先端部１８０ｂは、コイルバネ受け３９
ｃから脱落せずに、コイルバネ受け３９ｃ近傍まで移動
する（退く）。
【選択図】　　　図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　細長い可撓管部と、前記可撓管部の先端と基端部にて連結する湾曲可能な湾曲部と、前
記湾曲部の先端と基端部にて連結する先端硬性部を有し、体腔内に挿入される挿入部と、
　前記可撓管部の基端と連結し、前記湾曲部を湾曲操作する操作部と、
　を具備し、
　前記湾曲部は、前記挿入部の挿入方向に沿って並設され、回動可能に順次連結している
複数の節輪を有し、
　前記挿入部を挿通している操作ワイヤの一端は前記操作ワイヤの一端を固定するために
前記先端硬性部に設けられている操作ワイヤ固定部に固定され、前記操作ワイヤの他端は
前記操作部に固定され、前記操作部によって前記操作ワイヤが牽引操作されることで前記
湾曲部が湾曲する内視鏡において、
　前記操作ワイヤを進退自在に挿通させる軟性管状体を具備し、
　前記軟性管状体は、前記節輪において前記節輪の内方に向けて形成されている受け部を
挿通し、前記軟性管状体の基端部は、前記操作ワイヤに沿って前記軟性管状体の軸方向に
移動することを固定され、前記軟性管状体の先端部は、前記湾曲部が湾曲した際に、前記
操作ワイヤに沿って前記軟性管状体の軸方向に進退自在に移動可能であることを特徴とす
る内視鏡。
【請求項２】
　前記湾曲部が湾曲した際に、前記湾曲部の内周部における前記軟性管状体の先端部は、
前記操作ワイヤ固定部に当接しないことを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項３】
　前記湾曲部が湾曲した際に、前記湾曲部の外周部における前記軟性管状体の先端部は、
最も先端側に配置されている前記受け部から脱落しないことを特徴とする請求項２に記載
の内視鏡。
【請求項４】
　前記湾曲部が湾曲することで、前記湾曲部の内周部における前記軟性管状体の先端部が
前記操作ワイヤに沿って前記軟性管状体の軸方向に移動した際に、前記湾曲部の内周部に
おける前記軟性管状体の先端部は、前記操作ワイヤ固定部に近接移動し、前記操作ワイヤ
固定部よりも前記挿入部の挿入方向に対して基端側に配置されることを特徴とする請求項
１に記載の内視鏡。
【請求項５】
　前記湾曲部が湾曲することで、前記湾曲部の外周部における前記軟性管状体の先端部が
前記操作ワイヤに沿って前記軟性管状体の軸方向に移動した際に、前記湾曲部の外周部に
おける前記軟性管状体の先端部は、最も先端側に配置されている前記受け部に近接移動し
、最も先端側に配置されている前記受け部よりも前記挿入部の挿入方向に対して先端側に
配置されることを特徴とする請求項４に記載の内視鏡。
【請求項６】
　前記湾曲部が湾曲することで、前記軟性管状体の先端部が前記操作ワイヤに沿って前記
軟性管状体の軸方向に移動した際に、
　前記湾曲部の内周部における前記軟性管状体の先端部は、前記操作ワイヤ固定部に近接
移動し、前記操作ワイヤ固定部よりも前記挿入部の挿入方向に対して基端側に配置され、
　前記湾曲部の外周部における前記軟性管状体の先端部は、最も先端側に配置されている
前記受け部に近接移動し、最も先端側に配置されている前記受け部よりも前記挿入部の挿
入方向に対して先端側に配置されることを特徴とする請求項１に記載の内視鏡。
【請求項７】
　最も基端側に配置されている前記受け部と前記可撓管部の先端との間に略密着して固定
配置され、前記操作ワイヤに沿って前記軟性管状体の軸方向への移動を固定するために前
記軟性管状体の基端部を固定している基端固定部を具備することを特徴とする請求項１に
記載の内視鏡。
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【請求項８】
　前記軟性管状体の先端部には、前記湾曲部が湾曲した際に、最も先端側に配置されてい
る前記受け部に当接し、前記軟性管状体の先端部が最も先端側に配置されている前記受け
部から脱落することを防止する第１の脱落防止部材が設けられていることを特徴とする請
求項１乃至６のいずれか１つに記載の内視鏡。
【請求項９】
　前記第１の脱落防止部材が最も先端側に配置されている前記受け部に当接した際、前記
軟性管状体の先端部は、前記操作ワイヤに沿って前記軟性管状体の軸方向において前記軟
性管状体の先端部に向かい伸びることを特徴とする請求項８に記載の内視鏡。
【請求項１０】
　前記湾曲部が湾曲した際に、少なくとも前記軟性管状体の先端部を前記操作ワイヤに沿
って前記軟性管状体の軸方向に進退自在に移動可能に挿通させるチューブ部材を有するこ
とを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１つに記載の内視鏡。
【請求項１１】
　前記湾曲部が湾曲することで、前記軟性管状体の先端部が前記操作ワイヤに沿って前記
軟性管状体の軸方向に移動する際に、前記軟性管状体の先端部は、最も先端側に配置され
ている前記受け部と、前記チューブ部材の基端部よりも前記挿入部の挿入方向に対して先
端側に配置されることを特徴とする請求項１０に記載の内視鏡。
【請求項１２】
　前記軟性管状体の先端部と、前記受け部の基端面側の少なくとも一方は、テーパ形状を
有していることを特徴とする請求項１乃至６、８、１０のいずれか１つに記載の内視鏡。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、先端側から湾曲でき、湾曲している湾曲部を容易に略直線状態に戻す内視鏡
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年医療用分野における内視鏡は、例えば胃や腸などの体腔内に挿入され、体腔内の組
織表面の観察や、鉗子等による病片の採取による診断、処置等に利用される。
【０００３】
　このような内視鏡の挿入部において、可撓管部の先端と連結している湾曲部を上下左右
に自在に湾曲させるアングルワイヤが挿入部内に挿入されている。アングルワイヤの先端
は湾曲部の先端近傍に連結され、アングルワイヤの末端は可撓管部の末端と接続している
内視鏡の操作部に連結されている。操作部によってアングルワイヤが操作（牽引）される
ことで、湾曲部が牽引方向に湾曲する。
【０００４】
　その際、通常、一般的な湾曲部１００は、図２０に示すように体腔内に挿入された際、
軟性部１１０と連結している基端（根元）側から曲がるため先端部は大回りをする。
【０００５】
　またこの湾曲部１００は、図２１Ａに示すように複数の湾曲コマ１０１が近接して並設
されることで、形成される。これら湾曲コマ１０１には、アングルワイヤ１０２を挿通さ
せるワイヤ受け１０３が設けられている。上述したようにアングルワイヤ１０２が牽引さ
れ、湾曲部１００が牽引方向に湾曲した際、アングルワイヤ１０２と各ワイヤ受け１０３
との接触部１０４にて摩擦が生じる。この摩擦を先端から摩擦Ａ，Ｂ・・・Ｅ，Ｆとする
。一般に牽引された際、挿入方向において、最も先端側に配置される湾曲コマ１０１ａが
湾曲するためには、アングルワイヤ１０２を牽引する力が、摩擦Ａ乃至摩擦Ｆの総和を上
回らなければならない。これに対し、最も基端側に配置される湾曲コマ１０１ｆが湾曲す
るためには、アングルワイヤ１０２を牽引する力が、摩擦Ｆを上回るのみでよい。よって
アングルワイヤ１０２が牽引されると、湾曲コマ１０１ｆが一番初めに湾曲する。これに
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より図２１Ｂに示すように基端側（湾曲コマ１０１ｆ）が第１に湾曲し、先端側（湾曲コ
マ１０１ａ）が最後に湾曲する。結果として湾曲部１００は基端側から湾曲するため、上
述したように図２０に示すように先端部は大回りをする。
【０００６】
　なお例えば特許文献１と特許文献２には、ワイヤによって湾曲する湾曲部を有する内視
鏡が開示されている。
【０００７】
　特許文献１には、湾曲操作用ワイヤによって湾曲する湾曲部を有する内視鏡において、
ワイヤの先端を、湾曲部における最先端の湾曲駒にろう付け等で固定し、手元側の端部を
、プーリあるいはスプロケットに固定する内視鏡が開示されている。湾曲管内の湾曲操作
用ワイヤの少なくとも一部に軟性管状体を被覆させ、軟性管状体の後端側は湾曲部と可撓
管部の接続部近傍で固定され、先端側は最大湾曲時に軟性管状体先端とワイヤ固定部が突
き当たらない。
【０００８】
　また特許文献２に開示されている内視鏡の湾曲部において、短筒状に形成された複数の
節輪が相対的に回動自在に連結されている。操作ワイヤは、各節輪の内方に向けて突設さ
れたワイヤガイド内に進退自在に挿通され、最先端のワイヤガイドに対して連結固定され
ている。また湾曲部の長手方向における基端寄りの範囲において、各操作ワイヤには、コ
イルスプリングが緩く被嵌されている。コイルスプリングの基端面は、この範囲の最も後
寄りの位置に設けられているワイヤガイドに当接し、中間部は、複数のワイヤガイド内を
緩く通過する状態に配置され、先端面は、コイルスプリングが配置されている範囲の先端
位置にあるワイヤガイドに当接している。
【特許文献１】特開平１０－００５１７２号公報
【特許文献２】特開２００５－２３７６０８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　上述したように一般的な湾曲部は基端（根元）側から湾曲するため、図２０に示すよう
に湾曲した際に先端部は大回りをする。そのため限られた体腔内のスペースで先端の向き
を変えにくくなり、挿入性や、観察性が阻害される。
【００１０】
　また特許文献２の湾曲部において、中間部が湾曲した後、基端部が湾曲する。そのため
一般的な湾曲管よりも先端は小回りするが、効果としては弱い。
【００１１】
　そこで本発明は、上記課題を鑑みて、湾曲した湾曲部の先端部を小回りさせるために湾
曲部を先端側から湾曲でき、湾曲している湾曲部を容易に復帰させることができ、容易に
先端側から最大湾曲を行うことができ、限られた体腔内のスペースで先端の向きを自在に
変えることができ、良好な挿入性と観察性を実現できる内視鏡を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明は、上記目的を達成するために、細長い可撓管部と、前記可撓管部の先端と基端
部にて連結する湾曲可能な湾曲部と、前記湾曲部の先端と基端部にて連結する先端硬性部
を有し、体腔内に挿入される挿入部と、前記可撓管部の基端と連結し、前記湾曲部を湾曲
操作する操作部と、を具備し、前記湾曲部は、前記挿入部の挿入方向に沿って並設され、
回動可能に順次連結している複数の節輪を有し、前記挿入部を挿通している操作ワイヤの
一端は前記先端硬性部に設けられ前記操作ワイヤの一端を固定する操作ワイヤ固定部に固
定され、前記操作ワイヤの他端は前記操作部に固定され、前記操作部によって前記操作ワ
イヤが牽引操作されることで前記湾曲部が湾曲する内視鏡において、前記操作ワイヤを進
退自在に挿通させる軟性管状体を具備し、前記軟性管状体は、前記節輪において前記節輪
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の内方に向けて形成されている受け部を挿通し、前記軟性管状体の基端部は、前記操作ワ
イヤに沿って前記軟性管状体の軸方向に移動することを固定され、前記軟性管状体の先端
部は、前記湾曲部が湾曲した際に、前記操作ワイヤに沿って前記軟性管状体の軸方向に進
退自在に移動可能であることを特徴とする内視鏡を提供する。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、湾曲した湾曲部の先端部を小回りさせるために湾曲部を先端側から湾
曲でき、湾曲している湾曲部を容易に復帰させることができ、容易に先端側から最大湾曲
を行うことができ、限られた体腔内のスペースで先端の向きを自在に変えることができ、
良好な挿入性と観察性を実現できる内視鏡を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。　
　図１乃至図９を参照し、第１の実施形態について説明する。　
　図１に示すように内視鏡１には、患者の体腔内等に挿入される細長い挿入部１０と、挿
入部１０の手元側に位置する基端と連結し、挿入部１０を操作する操作部６０が設けられ
ている。
【００１５】
　操作部６０には、術者が把持する把持部６１と、挿入部１０の後述する湾曲部２２を先
端側から湾曲させる湾曲操作ノブ６２が設けられている。
【００１６】
　把持部６１には、ユニバーサルコード６３の基端部が連結されている。このユニバーサ
ルコード６３の先端部には、図示しない光源装置や、ビデオプロセッサなどに接続される
コネクタ部６４が連結されている。
【００１７】
　湾曲操作ノブ６２には、湾曲部２２を左右に湾曲操作させる左右湾曲操作ノブ６２ａと
、湾曲部２２を上下に湾曲操作させる上下湾曲操作ノブ６２ｂが設けられている。左右湾
曲操作ノブ６２ａには、左右湾曲操作ノブ６２ａによって駆動する図示しない左右方向の
湾曲操作機構が接続している。また上下湾曲操作ノブ６２ｂには、上下湾曲操作ノブ６２
ｂによって駆動する図示しない上下方向の湾曲操作機構が接続している。上下方向の湾曲
操作機構と左右方向の湾曲操作機構は、操作部６０内に配設され、後述する操作ワイヤ４
２の基端と接続している。
【００１８】
　なお操作部６０には、吸引ボタン６５と、送気・送水ボタン６６と、内視鏡撮影用の各
種ボタン６７と、処置具挿入部６８とが設けられている。処置具挿入部６８には、挿入部
１０内に配設されて、後述する処置具挿通チャンネル６９（図７参照）の基端部に連結さ
れる処置具挿入口７０が設けられている。図示しない内視鏡用処置具は、内視鏡１の処置
具挿入口７０から処置具挿通チャンネル６９内に挿入されて後述する挿入部１０の先端硬
性部２３側まで押し込み操作された後、図７に示す処置具挿通チャンネル６９の先端開口
部６９ａから外部に突出される。
【００１９】
　挿入部１０は、操作部６０側から順に可撓管部（蛇管部）２１と、湾曲部２２と、先端
硬性部２３を有している。詳細には、操作部６０は、細長い可撓管部（蛇管部）２１の基
端と連結している。可撓管部２１の先端は、湾曲部２２の基端と連結している。湾曲部２
２の先端は、先端硬性部２３の基端と連結している。
【００２０】
　次に可撓管部２１の構造について簡単に説明する。可撓管部２１には、図２に示すよう
に、操作ワイヤ４２と、ライトガイドファイバ２７と、送気用チューブ３０と、送水用チ
ューブ３１と、信号線などのケーブル３２と、処置具挿通チャンネル６９等が挿通されて
いる。また可撓管部２１において、操作ワイヤ４２は、コイルパイプ４１を挿通している
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。
【００２１】
　またケーブル３２と、処置具挿通チャンネル６９と、ライトガイドファイバ２７と、送
気用チューブ３０と、送水用チューブ３１は、湾曲部２２の基端から湾曲部２２内部に挿
通され、先端硬性部２３と連結している。またコイルパイプ４１の基端は、可撓管部２１
内部を挿通し、操作部６０と連結している。またコイルパイプ４１の先端は、例えば、は
んだや、ロー付けや、接着や、または溶接などによって、可撓管部２１の先端部に配置さ
れている（図７と図８参照）前口金１５０に固定されている。この前口金１５０は、コイ
ルパイプ４１が挿入方向に沿って進退自在に移動することを防止する。
【００２２】
　湾曲部２２を上下方向に湾曲させる操作ワイヤ４２の先端は、可撓管部２１を挿通し、
図７に示すように湾曲部２２内部に挿通され、後述する先端硬性部２３の先端部２３ｂに
設けられている操作ワイヤ固定部１７０と連結している。またこの操作ワイヤ４２の基端
は、操作部６０の上述した上下方向の湾曲操作機構と連結している。同様に湾曲部２２を
左右方向に湾曲させる操作ワイヤ４２の先端は、可撓管部２１を挿通し、図７に示すよう
に湾曲部２２内部に挿通され、後述する先端硬性部２３の先端部２３ｂに設けられている
操作ワイヤ固定部１７０と連結している。この操作ワイヤ４２の基端は、操作部６０の上
述した左右方向の湾曲操作機構と連結している。
【００２３】
　左右湾曲操作ノブ６２ａ及び上下湾曲操作ノブ６２ｂの回動操作にともない各操作ワイ
ヤ４２がそれぞれ牽引駆動される。これにより、湾曲部２２は、真っ直ぐに伸びた湾曲角
度が０°の通常の略直線状態（非湾曲状態）から、先端側から上下左右方向に任意の湾曲
角度に湾曲操作された湾曲形状まで遠隔的に湾曲操作されるようになっている。
【００２４】
　つまり湾曲部２２は、上述したように操作ワイヤ４２によって図１中に一点鎖線で示す
ように真っ直ぐに伸びた通常の直線状態から同図中に実線または二点鎖線で示すように湾
曲操作可能になっている。
【００２５】
　次に湾曲部２２の構成について詳細に説明する。図３や図４や図７乃至図９に示すよう
に湾曲部２２には、複数の略円筒形状の節輪３５（図５参照）が挿入部１０の挿入（長手
軸）方向に沿って並設されている。湾曲部２２の先端側から順に配置される節輪３５をそ
れぞれ節輪３５ａ，３５ｂ，３５ｃ・・・・３５ｕ，３５ｖ，３５ｗとする。
【００２６】
　隣接している（挿入部１０の挿入方向に沿って前後に位置する）節輪３５は、それぞれ
支軸部（例えば後述するリベット３６）によって回動可能に順次連結されている。このよ
うに節輪３５が連結されることで、湾曲部２２は形成される。節輪３５は、例えば金属な
どの硬質材料で形成されている。
【００２７】
　次に節輪３５の構造について説明する。図５に示すように各節輪３５は、略円筒形状を
有する。節輪３５は、例えば、金属薄板プレス品、鍛造品などによって成形されている。
節輪３５の先端部には、節輪３５の外周面３３の一部が前方に向けて突出された突片（前
側ヒンジ台）３７が２つ配置されている。２つの突片３７は、周方向に略１８０°離れて
配置されている。さらに、節輪３５の後端部には、節輪３５の外周面３３の一部が後方に
向けて突出されるとともに突片３７の略板厚分の段差を設けて形成された突片（後ろ側ヒ
ンジ台）３８が２つ配置されている。２つの突片３８は、周方向に略１８０°離れて配置
されている。前側の２つの突片３７と、後ろ側の２つの突片３８とはそれぞれ周方向に略
９０°離れた位置に配置されている。
【００２８】
　また節輪３５の内周壁部には、後述する密着コイルバネ１８０を挿通させ、脱落を防止
する４つのコイルバネ受け（受け部）３９が内方に向けて形成されている。各コイルバネ
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受け３９は、周方向に略９０°離れて配置されている。コイルバネ受け３９は、節輪３５
の周壁部の一部を外周面３３側から内周面側に向けてプレス加工で切り曲げ加工しつつ突
出されて切り起こし成形されている。なお節輪３５ａ，３５ｂには、コイルバネ受け３９
は設けられていない。また節輪３５ｃ，３５ｄ，３５ｅ・・・・３５ｕ，３５ｖ，３５ｗ
に設けられているコイルバネ受け３９をそれぞれコイルバネ受け３９ｃ，３９ｄ，３９ｅ
・・・・３９ｕ，３９ｖ，３９ｗとする。つまり図３や図７に示すようにコイルバネ受け
３９ｃは湾曲部２２の最も先端側に配置され、コイルバネ受け３９ｗは湾曲部２２の最も
基端側に配置されている。なお例えば図３と図７と図９Ａ乃至図９Ｅには、コイルバネ受
け３９ｃ，３９ｅ，３９ｇ，３９i，３９ｋ，３９ｍ，３９ｎ，３９ｑ，３９ｓ，３９ｕ
，３９ｖ，３９ｗのみを図示し、それ以外のコイルバネ受け３９は、図示を省略している
。さらに例えば図３と図７と図９Ａ乃至図９Ｅには、上記において、１つの節輪３５に対
称な２つのコイルバネバネ受け３９を図示し、残りの対称な２つのコイルバネバネ受け３
９の図示を省略している。
【００２９】
　湾曲部２２の最も先端側に配置されている節輪３５ａには、先端硬性部２３が連結して
いる（詳細については後述する）。また湾曲部２２の最も基端側に配置されている節輪３
５ｗには、可撓管部２１が連結している（詳細については後述する）。
【００３０】
　次に節輪３５同士の連結について説明する。図３に示すように前側の節輪３５の後ろ側
の２つの突片３８と、後ろ側の節輪３５の前側の２つの突片３７において、各突片３７，
３８の各々に穿設された孔３７ａ，３８ａには、リベット３６が挿入される。これにより
前側の節輪３５と後ろ側の節輪３５は、リベット３６を介して連結され、リベット３６を
中心に回動可能に軸支される。このように突片３７と、突片３８の間には、リベット３６
を回動支軸とした支軸部が形成されている。
【００３１】
　次に節輪３５ａと先端硬性部２３の連結について説明する。図３に示すように先端硬性
部２３の後端部には、それぞれ後方に向けて突出された２つの突片２３ａが設けられてい
る。突片２３ａには、図示しない孔が穿設されている。節輪３５ａの前側の２つの突片３
７と、２つの突片２３ａにおいて、孔３７ａと図示しない孔にはリベット３６が挿入され
る。これにより節輪３５ａと先端硬性部２３は、リベット３６を介して連結され、リベッ
ト３６を中心に回動可能に軸支される。
【００３２】
　次に節輪３５ｗと可撓管部２１の連結について簡単に説明する。図７と図８に示すよう
に可撓管部２１の先端位置には、前口金１５０が設けられている。節輪３５ｂの後ろ側の
２つの突片３８と、前口金１５０において、孔３８ａにはピン１５１が挿入される。挿入
されたピン１５１は前口金１５０の外周面に接する。これにより節輪３５ｗと可撓管部２
１は、ピン１５１を介して連結される。
【００３３】
　本実施形態の湾曲部２２において、複数の節輪３５間をそれぞれ連結する回動支軸とな
るリベット３６は、各節輪３５の前後間でそれぞれ略９０°ずれた状態で交互に配置され
ている。これにより、湾曲部２２は、上下左右の４方向にそれぞれ湾曲できるように構成
されている。
【００３４】
　なお挿入部１０の挿入方向における外周面３３の長さと、前口金１５０の外周面の長さ
は、短いことが好適である。これにより可撓管部２１と湾曲部２２の連結部において、十
分に湾曲しない硬性部を短くすることができる。
【００３５】
　次に節輪３５を挿通する部材について図６を参照して説明する。　
　これら節輪３５には、可撓管部２１を挿通し図６に示すようなケーブル３２と、処置具
挿通チャンネル６９と、ライトガイドファイバ２７と、送気用チューブ３０と、送水用チ
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ューブ３１と、が挿通している。節輪３５を挿通したケーブル３２と、処置具挿通チャン
ネル６９と、ライトガイドファイバ２７と、送気用チューブ３０と、送水用チューブ３１
と、先端硬性部２３の基端と連結する。また節輪３５には、上述したコイルバネ受け３９
が設けられている。
【００３６】
　このコイルバネ受け３９には、図６と図７に示すように軟性管状体である例えば密着コ
イルバネ１８０がコイルバネ受け３９によって挿通可能に保持されている。これにより密
着コイルバネ１８０は、コイルバネ受け３９からの脱落を防止されている。密着コイルバ
ネ１８０は、密巻きに形成されており、操作ワイヤ４２を挿入部１０の挿入方向に沿って
進退自在に挿通させている。
【００３７】
　密着コイルバネ１８０の基端側に配置される基端部１８０ａは、密巻きであり伸縮せず
、図７と図８に示すように固定部１６０によって固定されている。固定部１６０は、操作
ワイヤ４２に沿って密着コイルバネ１８０の軸方向に基端部１８０ａが移動することを防
止し、基端部１８０ａの配置位置を固定する。固定部１６０は、基端部１８０ａを例えば
、はんだや、ロー付けや、接着や、または溶接などによって固定している。固定部１６０
は、密着コイルバネ１８０と同数配置されており、各固定部１６０は、上下左右に湾曲さ
せる各操作ワイヤ４２をそれぞれ挿通している各密着コイルバネ１８０をそれぞれ固定し
ている。つまり１つの固定部１６０は、１つの密着コイルバネ１８０を固定している。ま
た固定部１６０は、密着コイルバネ１８０と同じ位置関係で設けられている。なお密着コ
イルバネ１８０はコイルバネ受け３９を挿通しているため、固定部１６０は、コイルバネ
受け３９と同じ位置関係で設けられていることになる。また密着コイルバネ１８０とコイ
ルバネ受け３９とコイルパイプ４１は、同じ位置関係であるため、固定部１６０は、コイ
ルパイプ４１は、同じ位置関係で設けられていることとなる。固定部１６０は、例えば金
属などの硬質材料で形成されている。
【００３８】
　固定部１６０は、節輪３５ｗと可撓管部２１が連結する際に、前口金１５０とコイルバ
ネ受け３９ｗの間に配置される。固定部１６０は、図７と図８に示すように前口金１５０
に対して挿入部１０の挿入方向に沿って前方に配置され、コイルバネ受け３９ｗに対して
挿入部１０の挿入方向に沿って後方に配置される。その際、固定部１６０と前口金１５０
の間と、固定部１６０とコイルバネ受け３９ｗの間には、隙間が設けられてなく、それぞ
れ略密着している。このように固定部１６０は、前口金１５０とコイルバネ受け３９ｗの
間にそれぞれと略密着して固定配置されている。これにより固定部１６０は、挿入部１０
の挿入方向に沿ってコイルバネ受け３９ｗ側や前口金１５０側に自在に移動せず、湾曲部
２２の基端側にて配置位置を固定されている。
【００３９】
　このように固定部１６０は配置位置を固定されるため、基端部１８０ａは操作ワイヤ４
２に沿って密着コイルバネ１８０の軸方向に移動することを防止され、固定部１６０によ
って湾曲部２２の基端側にて配置位置を固定される。つまり固定部１６０は、基端部１８
０ａが操作ワイヤ４２に沿って密着コイルバネ１８０の軸方向に進退自在に移動すること
を防止する例えばストッパーであり、抜け止め手段として機能する。
【００４０】
　なお固定部１６０は、固定されるのであれば、上記に限定される必要はなく、例えば固
定部１６０は、前口金１５０と連結、または前口金１５０に設けられ、コイルバネ受け３
９ｗと当接していても良い。
【００４１】
　また密着コイルバネ１８０の先端側に配置される先端部１８０ｂは、節輪３５を挿通し
、図３と図７に示すように先端硬性部２３付近にまで延在している。この先端部１８０ｂ
は、固定されておらず、図９Ａ乃至図９Ｅに示すように湾曲部２２が湾曲した際に、密着
コイルバネ１８０を挿通している操作ワイヤ４２に沿って密着コイルバネ１８０の軸方向
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に先端硬性部２３と湾曲部２２内を進退自在に移動可能である。また先端部１８０ｂと基
端部１８０ａの間に配置される中間部１８０ｃも、先端部１８０ｂと同様に操作ワイヤ４
２に沿って密着コイルバネ１８０の軸方向に、湾曲部２２内を進退自在に移動可能である
。
【００４２】
　より詳細には、図９Ｅに示すように湾曲部２２が最大に湾曲した際、内周部における先
端部１８０ｂは、図３や図９Ｅに示すように操作ワイヤ固定部１７０に当接せずに、操作
ワイヤ固定部１７０近傍まで移動する（進み）。そのため湾曲部２２が最大に湾曲した際
、先端部１８０ｂと操作ワイヤ固定部１７０との間には、必ずクリアランスが形成される
。よって密着コイルバネ１８０は、湾曲部２２が湾曲することで、先端部１８０ｂが操作
ワイヤ４２に沿って密着コイルバネ１８０の軸方向に移動する際、移動する先端部１８０
ｂが操作ワイヤ固定部１７０に当接しない長さを有する。つまり、湾曲部２２の内周部に
おける先端部１８０ｂは、操作ワイヤ固定部１７０に近接移動し、操作ワイヤ固定部１７
０よりも挿入部１０の挿入方向に対して基端側に配置される。この状態の先端部１８０ｂ
は、例えば図７において、操作ワイヤ固定部１７０近傍における２点鎖線にて図示されて
いる。
【００４３】
　また図９Ｅに示すように湾曲部２２が最大に湾曲した際、外周部における先端部１８０
ｂは、図３や図９Ｅに示すように示すようにコイルバネ受け３９ｃから脱落せずに、コイ
ルバネ受け３９ｃ近傍まで移動する（退く）。そのため密着コイルバネ１８０は、湾曲部
２２が湾曲することで、先端部１８０ｂが操作ワイヤ４２に沿って密着コイルバネ１８０
の軸方向に移動する際、移動する先端部１８０ｂがコイルバネ受け３９ｃから脱落しない
長さを有する。つまり湾曲部２２の外周部における先端部１８０ｂは、コイルバネ受け３
９ｃに近接移動し、コイルバネ受け３９ｃよりも挿入部１０の挿入方向に対して先端側に
配置される。この状態の先端部１８０ｂは、例えば図７において、コイルバネ受け３９ｃ
近傍における２点鎖線にて図示されている。
【００４４】
　このように密着コイルバネ１８０は、湾曲部２２が最大に湾曲した際、先端部１８０ｂ
が操作ワイヤ固定部１７０近傍とコイルバネ受け３９ｃの間で移動する長さを有する。こ
の長さは、先端部１８０ｂが操作ワイヤ固定部１７０に当接せず、コイルバネ受け３９ｃ
から脱落しない長さである。
【００４５】
　また密着コイルバネ１８０には、図７に示し、上述したように操作ワイヤ４２が進退自
在に挿通している。この操作ワイヤ４２は、密着コイルバネ１８０に対して、挿入部１０
の挿入方向に沿って進退自在に挿通可能である。また操作ワイヤ４２の先端は、図７に示
すように後述する操作ワイヤ固定部１７０に、例えばロー付けによって固定されている。
【００４６】
　次に先端硬性部２３の構造について説明する。　
　先端硬性部２３の先端部２３ｂには、図７に示し、上述した、操作ワイヤ４２の先端を
例えばロー付けによって固定する操作ワイヤ固定部１７０が設けられている。先端硬性部
２３の先端面には、図示しない照明光学系の照明レンズと送気送水用ノズルと、観察光学
系の対物レンズ２６と、処置具挿通チャンネル６９の先端開口部６９ａなどが配設されて
いる。また、先端硬性部２３には、照明レンズの後方に図７には図示しないライトガイド
ファイバ２７の先端部が固定されている。さらに、対物レンズ２６の後方にはＣＣＤなど
の撮像素子２８と、その接続回路基板２９などが固定されている。なお、撮像素子２８に
代えて図示しないイメージガイドファイバの先端部を固定して、内視鏡１を電子スコープ
に限らずにファイバースコープとしてもよい。さらに、先端硬性部２３には、処置具挿通
チャンネル６９の先端部や、図示しない送気送水用ノズルに接続された図７には図示しな
い送気用チューブ３０（図２と図６参照）と図７には図示しない送水用チューブ３１（図
２と図６参照）の先端部などが固定されている。
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【００４７】
　なお上述したライトガイドファイバ２７や、撮像素子２８の信号線などのケーブル３２
や、ファイバースコープの場合の図示しないイメージガイドファイバや、処置具挿通チャ
ンネル６９や、図７には図示しない送気用チューブ３０や、送水用チューブ３１などは、
操作部６０から可撓管部２１の基端部側を介して可撓管部２１と湾曲部２２内を通り図７
に示す先端硬性部２３の先端部２３ｂにまで延設され、上述したように固定されている。
【００４８】
　先端硬性部２３の先端部２３ｂは、図７に示すように内視鏡１が体腔内に挿入された際
に、先端硬性部２３に対する体液の付着を防止する先端カバー２３ｃによって覆われてい
る。
【００４９】
　また可撓管部２１や湾曲部２２や先端硬性部２３には、例えば図２と、図４と、図６と
、図７と、図８に示すようにゴムなどの弾性材料で可撓管部２１や湾曲部２２と先端硬性
部２３と略同形状（例えば中空形状や円筒形状）に形成され、可撓管部２１や湾曲部２２
（切輪３５）や先端硬性部２３の外周に直接嵌装された外皮チューブ７５が設けられてい
る。外皮チューブ７５の先端は、図７に示すように先端硬性部２３において糸巻き固定部
２３ｄによって糸巻き固定されている。外皮チューブ７５は、熱可塑性エラストマー（ス
チレン系，オレフィン系，またはウレタン系等）の材質の弾性材料によって射出成形され
ている。これにより、可撓管部２１や湾曲部２２や先端硬性部２３の外表面全体は、外皮
チューブ７５によって覆われて、先端カバー２３ｃと同様に外皮チューブ７５によって体
液の付着を防止される。なお、熱可塑性エラストマーの成形は、射出成形に限定されず、
注型、押出し、ブロー等の各種成形方法を適用してもよい。また、熱可塑性エラストマー
に限らず、ゴム材料を用いてもよい。
【００５０】
　次に本実施形態における湾曲部２２が先端側から湾曲する際の動作方法について図９Ａ
と図９Ｂと図９Ｃと図９Ｄと図９Ｅを参照して説明する。　
　例えば操作部６０の左右湾曲操作ノブ６２ａが左側に回動操作されると、左右方向の湾
曲操作機構が駆動し、操作ワイヤ４２が牽引される。その際、操作ワイヤ４２の例えば先
端は、固定部１６０（基端１８０ａ）に対して操作ワイヤ４２の軸方向（挿入部１０の挿
入方向）に沿って移動する（退く）。よって操作ワイヤ４２の先端は、固定部１６０に近
づき、挿入部１０の挿入方向に沿って基端側に移動する。つまり、固定部１６０と操作ワ
イヤ固定部１７０の間の操作ワイヤ４２は、張力により固定部１６０と操作ワイヤ固定部
１７０の間の距離を最短距離に結ぼうとする。この時、操作ワイヤ４２は密着コイルバネ
１８０に当接し、密着コイルバネ１８０はコイルバネ受け３９に当接している。
【００５１】
　その際、密着コイルバネ１８０内部には、操作ワイヤ４２と密着コイルバネ１８０が当
接する全長における接触部にて摩擦が生じる。この摩擦を摩擦αとする。
【００５２】
　また、操作ワイヤ４２が牽引されると、摩擦αによって、密着コイルバネ１８０全体を
挿入部１０の挿入方向に沿って基端側に移動させようとする力が発生する。その際、操作
ワイヤ４２と密着コイルバネ１８０の先端部１８０ｂと中間部１８０ｃは固定部１６０に
対して操作ワイヤ４２の軸方向に沿って移動する（進む）。また、密着コイルバネ１８０
は、基端部１８０ａにおいて固定部１６０によって固定されており、また基端部１８０ａ
の密巻き部分は縮まない。よって密着コイルバネ１８０の基端部１８０ａは操作ワイヤ４
２と同方向（挿入部１０の挿入方向に沿って基端側）には移動しない。つまり節輪３５や
先端硬性部２３のみが操作ワイヤ４２によって牽引され、基端部１８０ａは、操作ワイヤ
４２に牽引されないこととなる。
【００５３】
　また先端部１８０ｂと中間部１８０ｃが移動する際、密着コイルバネ１８０とコイルバ
ネ受け３９が接触する各接触部には、それぞれ摩擦が生じる。これら摩擦を先端側の接触
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部に生じる摩擦から順に摩擦Ｃ，Ｄ，Ｅ・・・，Ｕ，Ｖ，Ｗとする。　
　このような状態のとき、例えば節輪３５ｖが節輪３５ｗに対して回動（湾曲）するため
には、コイルバネ受け３９ｖに対して先端部１８０ｂと中間部１８０ｃが移動する必要が
ある。先端部１８０ｂと中間部１８０ｃを移動させる力は、摩擦αと摩擦Ｃ乃至摩擦Ｗの
総和を上回らなければならない。
【００５４】
　しかし図９Ａに示すように先端硬性部２３が節輪３５ａに対して回動するためには、操
作ワイヤ４２を牽引する牽引力が、摩擦αを上回るのみでよい。つまり牽引力は、摩擦α
と摩擦Ｃ乃至摩擦Ｗの総和を上回る必要がない。
【００５５】
　また図９Ｂに示すように節輪３５ｃが節輪３５ｄに対して回動するためには、操作ワイ
ヤ４２を牽引することで先端部１８０ｂと中間部１８０ｃを移動させる力は、摩擦αと摩
擦Ｃの総和を上回るのみでよい。
【００５６】
　例えば節輪３５ｅが節輪３５ｆに対して回動するためには、操作ワイヤ４２を牽引する
ことで先端部１８０ｂと中間部１８０ｃを移動させる力は、摩擦αと摩擦Ｃ乃至摩擦Ｅの
総和を上回るのみでよい。
【００５７】
　例えば図９Ｃに示すように節輪３５ｇが節輪３５ｈに対して回動するためには、操作ワ
イヤ４２を牽引することで先端部１８０ｂと中間部１８０ｃを移動させる力は、摩擦αと
摩擦Ｃ乃至摩擦Ｇの総和を上回るのみでよい。　
　節輪３５ｈよりも基端側に配置される節輪３５が湾曲する際は、上記同様であるために
、説明を省略する。
【００５８】
　例えば図９Ｄに示すように節輪３５ｑが節輪３５ｒに対して回動するためには、操作ワ
イヤ４２を牽引することで先端部１８０ｂと中間部１８０ｃを移動させる力は、摩擦αと
摩擦Ｃ乃至摩擦Ｑの総和を上回るのみでよい。　
　このように先端部１８０ｂと中間部１８０ｃを移動させる力は、先端に近接するほど少
なくてよい。そのため図９Ａ乃至図９Ｅに示すように先端硬性部２３，節輪３５ｃ，３５
ｅ，３５ｇ，３５ｉ，３５ｋ，３５ｍ，３５ｏ，３５ｑ，３５ｓ，３５ｕ，３５ｖの順で
回動する。つまり湾曲部２２は、先端側から左方向に徐々に湾曲する。これにより湾曲部
２２は、例えば真っ直ぐに伸びた湾曲角度が０°の通常の略直線状態（非湾曲状態）から
、図９Ｅに示すように挿入部１０の挿入方向に沿って先端側から左方向に任意の湾曲角度
に湾曲操作された湾曲形状まで遠隔的に湾曲操作されるようになる。
【００５９】
　なお湾曲部２２が先端側から左方向に湾曲した際、内周部における密着コイルバネ１８
０は、先端部１８０ｂが操作ワイヤ固定部１７０に当接しない長さを有している。よって
湾曲部２２が最大に左方向に湾曲した際、先端部１８０ｂは、操作ワイヤ４２に沿って密
着コイルバネ１８０の軸方向に移動し、操作ワイヤ固定部１７０に近接する。さらに図９
Ｅに示すように移動した先端部１８０ｂと操作ワイヤ固定部１７０との間には、必ずクリ
アランスが形成される。つまり図９Ｅに示すように先端部１８０ｂは、操作ワイヤ固定部
１７０に当接はせずに、操作ワイヤ固定部１７０よりも挿入部１０の挿入方向に対して基
端側に配置される。
【００６０】
　また外周部における密着コイルバネ１８０は、先端部１８０ｂが退いても、先端部１８
０ｂがコイルバネ受け３９ｃから脱落しない長さを有している。よって湾曲部２２が最大
に左方向に湾曲した際、先端部１８０ｂは、操作ワイヤ４２に沿って密着コイルバネ１８
０の軸方向に移動し、コイルバネ受け３９ｃに近接する。つまり図９Ｅに示すように先端
部１８０ｂは、コイルバネ受け３９ｃから脱落せずに、コイルバネ受け３９ｃよりも挿入
部１０の挿入方向に対して先端側に配置される。
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【００６１】
　なお上記説明において、湾曲部２２を左方向に湾曲させる状態について説明したが、右
方向と、上下方向に湾曲させる際についても動作は略同様である。よって詳細な説明は省
略する。
【００６２】
　なお例えば特許文献１において、直線状態の湾曲部が湾曲操作されると、先端側から湾
曲する。しかしワイヤ受けが設けられていないため、湾曲した際、外周部における軟性管
状体を被覆した操作ワイヤは、湾曲部の内側に入り込んでしまい、ライトガイドファイバ
や撮像ケーブルなどの内蔵物と当接（干渉）する。これにより互いが損傷してしまう。
【００６３】
　またワイヤ受けによって各節輪と操作ワイヤの位置が規制されていない。湾曲部が湾曲
状態から直線状態に戻る際、アングル操作を逆に回すと、湾曲部はＳ字状にしか復帰でき
ず、直線状態に戻ることができない。
【００６４】
　本実施形態では、上述したように湾曲部２２が先端側から湾曲、または略直線状に配置
される状態に戻る（復帰する）際、湾曲部先端近傍までコイルバネ受け３９が設けられて
いるため、操作ワイヤ４２や密着コイルバネ１８０は、内側に入り込むことを防止され、
送気用チューブ３０といった他の内蔵物との干渉が防止される。よって互いの損傷が防止
される。
【００６５】
　また図９Ｅに示すように湾曲部２２が湾曲した状態から図３に示すように湾曲部２２が
復帰する際に、図９Ｅに示すように外周側の密着コイルバネ１８０の先端部１８０ｂがコ
イルバネ受け３９ｃから脱落せず、また先端部１８０ｂがコイルバネ受け３９ｃに当接し
詰まることがない。よって湾曲部２２は、容易に復帰する。これにより湾曲部２２は、先
端側から容易に湾曲、または一般的な湾曲部と同様に復帰し、且つ操作ワイヤ４２や密着
コイルバネ１８０と、他の内蔵物と、の損傷を防止する。
【００６６】
　このように本実施形態は、操作ワイヤ４２に密着コイルバネ１８０を挿通させ、密着コ
イルバネ１８０の基端部１８０ａを挿入部１０の挿入方向に対して固定させ、先端部１８
０ｂと中間部１８０ｃを操作ワイヤ４２に沿って、また操作ワイヤ４２に沿って密着コイ
ルバネ１８０の軸方向に、先端硬性部２３と湾曲部２２内を進退自在に移動可能である。
【００６７】
　これにより本実施形態は、操作ワイヤ４２を牽引させて湾曲部を湾曲させる際に、湾曲
部２２において基端側から湾曲させる力よりも先端側から湾曲させる力のほうが少なくて
済むため、湾曲部２２を先端側から湾曲させることができる。よって本実施形態は、湾曲
部が先端側から湾曲することができ、先端部の小回り性を向上させることができる。つま
り本実施形態は、湾曲した際の湾曲部２２の小回りが効くため、湾曲部２２が限られた体
腔内のスペースに挿入される際、このようなスペースでも先端部の向きを自在に変えるこ
とができ、よって湾曲部２２の湾曲性や挿入性や、内視鏡１による体腔内の観察性を向上
させることができる。
【００６８】
　また本実施形態は、湾曲部２２を先端側から湾曲させることができるため、節輪３５の
数が多く、湾曲部２２が長くなっても、湾曲した際の湾曲部２２の小回りが利き、湾曲部
２２の湾曲性や挿入性や、内視鏡１による体腔内の観察性を向上させることができる。
【００６９】
　また本実施形態において、基端部１８０ａは移動を固定され、湾曲部２２が最大湾曲し
た際に、先端部１８０ｂは、操作ワイヤ固定部１７０に当接せず、操作ワイヤ固定部１７
０よりも基端側に配置され、コイルバネ受け３９ｃから脱落せず、コイルバネ受け３９ｃ
よりも先端側に配置される。つまり本実施形態は、湾曲部２２が最大湾曲した際に、密着
コイルバネ１８０が操作ワイヤ固定部１７０に詰まることを防止し、コイルバネ受け３９
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ｃから脱落することを防止している。これにより本実施形態は、一般的な湾曲部と同様に
湾曲している湾曲状態から略直線状の状態に湾曲部２２を容易に戻す（復帰させる）こと
ができ、湾曲部２２を容易に最大湾曲させることができる。
【００７０】
　次に第２の実施形態について図１０Ａと図１０Ｂと図１０Ｃを参照して説明する。前述
した第１の実施形態と同等の部位には同じ参照符合を付し、その詳細な構成、作用、効果
等の説明は省略する。　
　本実施形態と第１の実施形態の異なる点は、操作ワイヤ固定部１７０の配置位置と、密
着コイルバネ１８０の構成である。
【００７１】
　本実施形態における操作ワイヤ固定部１７０は、例えば図１０Ａに示すように先端硬性
部２３の中間部２３ｅに配置されている。中間部２３ｅは、挿入部１０の挿入方向におい
て、先端硬性部２３の中間に配置され、少なくとも先端部２３ｂよりも挿入部１０の挿入
方向に沿って基端側に配置されていればよい。なお操作ワイヤ固定部１７０は、第１の実
施形態と同様に配置されていてもよい。
【００７２】
　また本実施形態における密着コイルバネ１８０は、例えば図１０Ａと図１０Ｂに示すよ
うに基端部１８０ａと中間部１８０ｃを密巻きコイルバネ１８０ｄとし、先端部１８０ｂ
を湾曲部が湾曲した際、伸縮可能な疎巻きコイルバネ１８０ｅとしている。つまり先端部
１８０ｂは、基端部１８０ａよりも疎巻きである。また疎巻きコイルバネ１８０ｅのバネ
の間におけるピッチは、所望に一定に設定される。外周部の疎巻きコイルバネ１８０ｅは
、最大に湾曲時に、コイルバネ受け３９ｃから脱落しない位置に配置される。また内周部
の疎巻きコイルバネ１８０ｅは、最大に湾曲時に、疎巻きの部分が密着しない位置に配置
される。疎巻きコイルバネ１８０ｅは、少なくとも節輪３９ｃよりも挿入部１０の挿入方
向に沿って先端側に配置されていればよく、また疎巻きコイルバネ１８０ｅと同じ材質を
有している。
【００７３】
　なお基端部１８０ａが固定部１６０によって操作ワイヤ４２に沿って密着コイルバネ１
８０の軸方向に移動することを固定されている状態や、先端部１８０ｂと中間部１８０ｃ
が操作ワイヤ４２に沿って密着コイルバネ１８０の軸方向に進退自在に移動可能な状態や
、湾曲部２２が最大湾曲した際に外周部における先端部１８０ｂがコイルバネ受け３９ｃ
から脱落せず、コイルバネ受け３９ｃよりも先端側に配置される状態は、第１の実施形態
と略同様であるため、説明を省略する。
【００７４】
　湾曲部２２が図１０Ｃに示すように最大湾曲した際、内周部における疎巻きコイルバネ
１８０ｅは縮まる。このとき、疎巻きコイルバネ１８０ｅは、操作ワイヤ固定部１７０に
当接しても、密巻きではないためにさらに縮むことができる。
【００７５】
　このように本実施形態は、疎巻きコイルバネ１８０ｅを縮ませるだけの長さだけ、中間
部２３ｅを基端側に配置させることができる。これにより、本実施形態は、操作ワイヤ固
定部１７０とコイルバネ受け３９ｃの距離を短くすることができ、湾曲部２２と先端硬性
部２３の連結部である例えば節輪３５ａ，３５ｂにおける十分に湾曲しない先端硬質長を
短く維持することができる。よって本実施形態は、湾曲部２２が体腔内に挿入される際や
、湾曲部２２が体腔内にて湾曲する際に湾曲部２２の湾曲性や挿入性や、内視鏡１による
体腔内の観察性をより向上させることができる。
【００７６】
　また本実施形態は、疎巻きコイルバネ１８０ｅを、湾曲部２２が湾曲している際に、内
周部において操作ワイヤ固定部１７０に当接しても縮ませることができるために、湾曲部
２２を最大に湾曲させ、容易に湾曲部２２を略直線状態に復帰させることができる。
【００７７】
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　なお本実施形態において、疎巻きコイルバネ１８０ｅのピッチを所望に一定に設定した
が、これに限定する必要はない。例えば図１０Ｄに示すように疎巻きコイルバネ１８０ｅ
は、先端側に配置される先端疎巻き部１８１ａと、後端側に配置される後端疎巻き部１８
１ｂを有し、先端疎巻き部１８１ａのピッチと後端疎巻き部１８１ｂのピッチは、異なっ
ていても良い。例えば先端疎巻き部１８１ａのピッチは、後端疎巻き部１８１ｂのピッチ
よりも大きくても良い。
【００７８】
　また本実施形態は、例えば図１０Ｅに示すように疎巻きコイルバネ１８０ｅのピッチを
一定ではなくそれぞれ異なるように設定しても良い。　
　このように本実施形態は、ピッチを可変させることで、湾曲部２２の先端部において、
所望な位置から湾曲させることができる。これにより本実施形態は、湾曲性や挿入性や、
内視鏡１による体腔内の観察性をより向上させることができる。
【００７９】
　次に第３の実施形態について図１１Ａと図１１Ｂと図１１Ｃを参照して説明する。前述
した第１乃至第２の実施形態と同等の部位には同じ参照符合を付し、その詳細な構成、作
用、効果等の説明は省略する。　
　本実施形態と第１の実施形態の異なる点は、操作ワイヤ固定部１７０の配置位置と、密
着コイルバネ１８０の構成である。
【００８０】
　本実施形態における操作ワイヤ固定部１７０は、上述した第２の実施形態と略同様であ
るため詳細な説明は省略する。
【００８１】
　また本実施形態における密着コイルバネ１８０には、例えば図１１Ａと図１１Ｂに示す
ように先端部１８０ｂにおいて第１の脱落防止部材（以下、脱落防止部材１８０ｆ）が設
けられている。脱落防止部材１８０ｆは、例えば図１１Ｃに示すように湾曲部２２が湾曲
した際にコイルバネ受け３９ｃに当接し、外周部における密着コイルバネ１８０の先端部
１８０ｂがコイルバネ受け３９ｃから脱落することを防止するストッパーである。
【００８２】
　また外周部における脱落防止部材１８０ｆが図１１Ｃに示すようにコイルバネ受け３９
ｃに当接し、湾曲部２２がさらに湾曲した際、本実施形態における密着コイルバネ１８０
は、操作ワイヤ４２に沿って密着コイルバネの軸方向に沿って伸びる。
【００８３】
　なお基端部１８０ａが固定部１６０によって操作ワイヤ４２に沿って密着コイルバネ１
８０の軸方向に移動することを固定されている状態や、先端部１８０ｂと中間部１８０ｃ
が操作ワイヤ４２に沿って密着コイルバネ１８０の軸方向に進退自在に移動可能な状態や
、湾曲部２２が最大湾曲した際に、脱落防止部材１８０ｆが設けられた内周部における先
端部１８０ｂが操作ワイヤ固定部１７０に当接せず、操作ワイヤ固定部１７０よりも基端
側に配置される状態は、第１の実施形態と略同様であるため、説明を省略する。
【００８４】
　なお湾曲部２２が最大湾曲した際に、脱落防止部材１８０ｆが設けられた内周部におけ
る先端部１８０ｂが操作ワイヤ固定部１７０に当接せず、操作ワイヤ固定部１７０よりも
基端側に配置される状態は、例えば図１１Ａにおいて、操作ワイヤ固定部１７０近傍にお
ける２点鎖線にて図示されている。
【００８５】
　このように本実施形態は、先端部１８０ｂに設けた脱落防止部材１８０ｆによって、外
周部における先端部１８０ｂをコイルバネ受け３９ｃからの脱落を防止できる。また本実
施形態は、外周部における脱落防止部材１８０ｆがコイルバネ受け３９ｃに当接しても、
密着コイルバネ１８０をさらに伸ばすことができる。これにより本実施形態は、操作ワイ
ヤ固定部１７０を基端側に配置できるため、操作ワイヤ固定部１７０とコイルバネ受け３
９ｃの距離を短くすることができる。よって本実施形態は、上述した第２の実施形態と同
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様に先端硬質長を短く維持することができる。そして本実施形態は、湾曲部２２が体腔内
に挿入される際や、湾曲部２２が体腔内にて湾曲する際に湾曲部２２の湾曲性や挿入性や
、内視鏡１による体腔内の観察性をより向上させることができる。また本実施形態は、湾
曲部２２を最大に湾曲させ、容易に湾曲部２２を略直線状態に復帰させることができる。
【００８６】
　次に第４の実施形態について図１２Ａと図１２Ｂと図１２Ｃと図１２Ｄと図１２Ｅと図
１２Ｆを参照して説明する。前述した第１乃至第３の実施形態と同等の部位には同じ参照
符合を付し、その詳細な構成、作用、効果等の説明は省略する。　
　本実施形態と第１の実施形態の異なる点は、操作ワイヤ固定部１７０の配置位置と、節
輪３５に、少なくとも先端部１８０ｂを操作ワイヤ４２に沿って密着コイルバネ１８０の
軸方向に進退自在に移動可能に挿通させ、軟性を有するチューブ部材を挿入させる構成で
ある。このチューブ部材は、軟性を有しているため、湾曲部２２の湾曲形状に沿って湾曲
する。チューブ部材は、例えば樹脂によって形成されるマルチルーメンチューブ１９０で
ある。
【００８７】
　本実施形態における操作ワイヤ固定部１７０は、上述した第２の実施形態と略同様であ
るため詳細な説明は省略する。
【００８８】
　マルチルーメンチューブ１９０は、図１２Ａと図１２Ｂに示すように最も先端側に配置
されているコイルバネ受け３９よりも挿入部１０の挿入方向に沿って少なくとも前方に配
置されていればよい。その際、例えば図１２Ａと図１２Ｂに示すようにコイルバネ受け３
９ｅが最も先端側に配置されている場合、コイルバネ受け３９ｃ，３９ｄは設けられなく
て良い。
【００８９】
　マルチルーメンチューブ１９０は、少なくとも先端部１８０ｂを覆い、湾曲部２２が湾
曲した際に、先端部１８０ｂを操作ワイヤ４２に沿って密着コイルバネ１８０の軸方向に
進退自在に移動可能に挿通させていればよい。また図１２Ｃに示すようにマルチルーメン
チューブ１９０における密着コイルバネ１８０を挿通させる挿通部１９２と、図１２Ａに
示すコイルバネ受け３９ｅは、同じ位置関係で設けられている。また図１２Ｃと図１２Ｄ
に示すようにマルチルーメンチューブ１９０の外径は、節輪３５の内径と略同様である。
【００９０】
　マルチルーメンチューブ１９０の基端部１９０ａには、例えば図１２Ｅに示すような開
口部１９１が設けられている。開口部１９１は、周方向に略９０°離れて配置されている
。開口部１９１は、マルチルーメンチューブ１９０が節輪３５に挿入される際に、コイル
バネ受け３９ｅに嵌合可能な（嵌め込まれる）形状を有している。なお嵌合に限定する必
要はなく、例えば、はんだや、ロー付けや、接着や、または溶接などによって固定しても
よい。
【００９１】
　マルチルーメンチューブ１９０は上述したように軟性を有しているため、例えば基端部
１９０ａを挿入部１０の挿入方向に沿って先端側から基端側に向けて節輪３５に挿入させ
た際、コイルバネ受け３９ｅを避けるように変形させることができる。これにより開口部
１９１には、例えば図１２Ａと図１２Ｄに示すようにコイルバネ受け３９ｅが嵌め込まれ
る。
【００９２】
　つまりマルチルーメンチューブ１９０と節輪３５が連結する際に、開口部１９１には、
それぞれコイルバネ受け３９ｅが挿入され、嵌合する。このように開口部１９１は、コイ
ルバネ受け３９ｅに対応する形状を有しており、またコイルバネ受け３９ｅと同数であり
、コイルバネ受け３９ｅと同じ位置関係で設けられている。
【００９３】
　開口部１９１にコイルバネ受け３９ｅが嵌合することで、マルチルーメンチューブ１９
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０と節輪３５は連結する。このときマルチルーメンチューブ１９０は、基端部１９０ａに
おいて、コイルバネ受け３９ｅによって挿入部１０の挿入方向に対して移動を固定される
。つまり基端部１９０ａは、マルチルーメンチューブ１９０の軸方向に沿って移動をしな
いように（進退自在に移動しないように）コイルバネ受け３９ｅによって固定される。
【００９４】
　なお開口部１９１とコイルバネ受け３９ｅが嵌合した後、マルチルーメンチューブ１９
０に操作ワイヤ４２を挿通させて、操作ワイヤ４２の先端を操作ワイヤ固定部１７０に固
定させる。その後、操作ワイヤ４２を密着コイルバネ１８０に挿通させる。
【００９５】
　またマルチルーメンチューブの先端部１９０ｂは、図１２Ｂに示すように先端硬性部２
３近傍にまで延在している。この先端部１９０ｂは、固定されておらず、マルチルーメン
チューブ１９０を挿通している密着コイルバネ１８０に沿って、またマルチルーメンチュ
ーブ１９０の軸方向に沿って、先端硬性部２３と湾曲部２２内を進退自在に移動可能であ
る。また先端部１９０ｂと基端部１９０ａの間に配置される中間部１９０ｃも、先端部１
９０ｂと同様にマルチルーメンチューブ１９０の軸方向に沿って、湾曲部２２内を進退自
在に移動可能である。
【００９６】
　なお基端部１８０ａが固定部１６０によって操作ワイヤ４２に沿って密着コイルバネ１
８０の軸方向に移動することを固定されている状態や、先端部１８０ｂと中間部１８０ｃ
が操作ワイヤ４２に沿って密着コイルバネ１８０の軸方向に進退自在に移動可能な状態や
、図１２Ｆに示すように湾曲部２２が最大湾曲した際に、内周部における先端部１８０ｂ
が操作ワイヤ固定部１７０に当接しない状態は、第１の実施形態と略同様であるため、説
明を省略する。
【００９７】
　なお湾曲部２２が最大湾曲した際に、内周部における先端部１８０ｂがマルチルーメン
チューブ内を移動し、操作ワイヤ固定部１７０に当接せず、操作ワイヤ固定部１７０より
も基端側に配置される状態は、例えば図１２Ａにおいて、操作ワイヤ固定部１７０近傍に
おける２点鎖線にて図示されている。
【００９８】
　また本実施形態の密着コイルバネ１８０は、図１２Ｆに示すように湾曲部２２が最大湾
曲した際に、外周部における先端部１８０ｂが基端部１９０ａから脱落しない長さを有し
ている。また密着コイルバネ１８０は、湾曲部２２が最大湾曲することで、外周部におけ
る先端部１８０ｂが操作ワイヤ４２に沿って密着コイルバネ１８０の軸方向に移動する際
、先端部１８０ｂがコイルバネ受け３９ｅから脱落しない長さを有している。つまり先端
部１８０ｂは、コイルバネ受け３９ｅと、基端部１９０ａよりも挿入部１０の挿入方向に
対して先端側に配置される。
【００９９】
　このように本実施形態は、コイルバネ受け３９ｅよりも先端側に、密着コイルバネ１８
０全体を挿通させる軟性のマルチルーメンチューブ１９０を配置している。また本実施形
態は、湾曲部２２の湾曲形状に沿ってマルチルーメンチューブ１９０を湾曲させることが
でき、密着コイルバネ１８０をマルチルーメンチューブ１９０から脱落させずに挿通させ
ることができる。
【０１００】
　これにより本実施形態は、最も先端側のコイルバネ受けを基端側に配置できるため、操
作ワイヤ固定部１７０も基端側に配置できる。よって本実施形態は、上述した第２の実施
形態と同様に先端硬質長を短く維持することができる。これにより本実施形態は、湾曲部
２２が体腔内に挿入される際や、湾曲部２２が体腔内にて湾曲する際に湾曲部２２の湾曲
性や挿入性や、内視鏡１による体腔内の観察性をより向上させることができる。また本実
施形態は、湾曲部２２を最大に湾曲させ、容易に湾曲部２２を略直線状態に復帰させるこ
とができる。
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【０１０１】
　次に上述した各実施形態の変形例について説明する。以下の変形例は、第１の実施形態
を一例として説明するが他の実施形態でも適用できる。前述した第１乃至第４の実施形態
と同等の部位には同じ参照符合を付し、その詳細な構成、作用、効果等の説明は省略する
。　
　第１の変形例において、図１３に示すように密着コイルバネ１８０の先端部１８０ｂは
、テーパ形状を有していてもよい。より詳細には、先端部１８０ｂは、先端に行くに従い
細くなっている。
【０１０２】
　これにより湾曲部２２が例えば図９Ｅに示すように最大湾曲し、先端部１８０ｂがコイ
ルバネ受け３９ｃから脱落しても、先端部１８０ｂは、テーパ形状を有しているためにコ
イルバネ受け３９ｃに引っ掛からず、操作ワイヤ４２に沿って挿入部１０の挿入方向に移
動し、コイルバネ受け３９ｃよりも先端側に容易に戻ることができる。よって湾曲部２２
は、最大湾曲しても容易に例えば略直線状に戻ることができる。
【０１０３】
　またこれにより本変形例は、第２の実施形態と同様に操作ワイヤ固定部１７０とコイル
バネ受け３９ｃの距離に影響されることなく、先端硬質長を短くすることができる。
【０１０４】
　また第２の変形例において、図１４に示すようにコイルバネ受け３９ｃの基端面側の内
面は、テーパ形状を有していてもよい。コイルバネ受け３９ｃの内面は、先端に行くに従
い細くなっている。これにより上述した第１の変形例と同様の効果を得ることができる。
なお本変形例において、コイルバネ受け３９ｃの基端面側の内面のみがテーパ形状を有し
ているが、これに限定する必要はなく、他のコイルバネ受けがコイルバネ受け３９ｃと同
様にテーパ形状を有していても良い。
【０１０５】
　また第３の変形例として、図１５に示すように密着コイルバネ１８０の基端部１８０ａ
は、節輪ｗに、例えば、はんだや、ロー付けや、接着や、または溶接などによって直接固
定されていてもよい。このとき基端部１８０ａは、第１の実施形態と同様に操作ワイヤ４
２に沿って密着コイルバネ１８０の軸方向に移動せずに、配置位置を固定される。
【０１０６】
　よって本変形例は、固定部１６０を設けなくても基端部１８０ａを第１の実施形態と同
様に操作ワイヤ４２に沿って密着コイルバネ１８０の軸方向に移動をさせずに、配置位置
を固定させることができる。また本変形例は、固定部１６０を設けないため、部品点数を
削減することができ、安価にすることができ、また基端部１８０ａを固定させる際の組み
立て性を向上させることができる。
【０１０７】
　また第４の変形例として、密着コイルバネ１８０の基端部１８０ａはストッパー形状を
有していてもよい。例えば図１６に示すように密着コイルバネ１８０の基端部１８０ａに
おける径は、先端部１８０ｂと中間部１８０ｃにおける径とコイルバネ受け３９ｗの内径
よりも広くなっている。さらに基端部１８０ａは、コイルバネ受け３９ｗと前口金１５０
の間に隙間なく挟みこまれ、またコイルバネ受け３９ｗと前口金１５０と略密着している
。これにより基端部１８０ａは、第１の実施形態と同様に操作ワイヤ４２に沿って密着コ
イルバネ１８０の軸方向に移動せず、配置位置を固定される。
【０１０８】
　よって本変形例は、例えば、はんだや、ロー付けや、接着や、または溶接などによって
固定せずとも、基端部１８０ａを第１の実施形態と同様に操作ワイヤ４２に沿って密着コ
イルバネ１８０の軸方向に移動をさせずに、配置位置を固定させることができる。また本
変形例は、はんだや、ロー付けや、接着や、または溶接などを用いないため、密着コイル
バネ１８０を容易に交換することができる。
【０１０９】
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　また第５の変形例として、節輪３５ｗには、図１７Ａに示すように基端部１８０ａが操
作ワイヤ４２に沿って密着コイルバネ１８０の軸方向に移動することを固定する固定部材
２００が挿入固定されていてもよい。そのため節輪３５ｗには、コイルバネ受け３９ｗが
設けられていない。また節輪３５ｗと前口金１５０の間には、４つの固定部１６０が設け
られていない。固定部材２００は、略円筒形状を有しており、節輪３５ｗと略同形状であ
り、節輪３５ｗに挿入された際、図１７Ｂに示すように例えばピン２０１等によって挿入
位置を固定される。
【０１１０】
　固定部材２００は、４つの密着コイルバネ１８０の各基端部１８０ａを、例えば、はん
だや、ロー付けや、接着や、または溶接などによって、固定する。その際、固定部材２０
０において基端部１８０ａをそれぞれ固定する各固定部分２０２は、基端部１８０ａと同
じ位置関係で固定する。つまり固定部分２０２は、コイルバネ受け３９と同様に周方向に
略９０°離れて配置されている。
【０１１１】
　このように各基端部１８０ａは固定部材２００によって固定され、固定部材２００はピ
ン２０１によって節輪３５ｗに固定されている。これにより基端部１８０ａは、第１の実
施形態と同様に操作ワイヤ４２に沿って密着コイルバネ１８０の軸方向に移動せず、配置
位置を湾曲部２２の基端側にて固定される。
【０１１２】
　よって本変形例は、４つの固定部１６０の代わりに１つの固定部材２００によって基端
部１８０ａを第１の実施形態と同様に操作ワイヤ４２に沿って密着コイルバネ１８０の軸
方向に移動をさせずに、配置位置を固定させることができる。これにより本変形例は、部
品点数を削減することができ、安価にすることができる。また本変形例は、固定部材２０
０に固定した基端部１８０ａを操作ワイヤ４２に沿って密着コイルバネ１８０の軸方向に
移動をしないようにするために、固定部材２００をピン２０１で節輪３５ｗに固定するの
みでよい。これにより本変形例は、組み立て性を向上させることができる。
【０１１３】
　なお第５の変形例において、固定部材２００は、節輪３５ｗに固定されたが、これに限
定する必要はなく、例えば前口金１５０の先端側に固定されていても良い。
【０１１４】
　また第６の変形例として、基端部１８０ａには、図１８に示すように２つの第２，第３
の脱落防止部材（以下、脱落防止部材２１０ａ，２１０ｂ）が、例えば、はんだや、ロー
付けや、接着や、または溶接などで固定されている。脱落防止部材２１０ａは、脱落防止
部材２１０ｂに対して挿入部１０の挿入方向において先端側に配置されている。なお本変
形例において、節輪３５ｗには、コイルバネ受け３９ｗが設けられておらず、コイルバネ
受け３９ｖが最も基端側に配置されているコイルバネ受けとなる。また固定部１６０が設
けられていない。
【０１１５】
　また脱落防止部材２１０ａはコイルバネ受け３９ｖに対して挿入部１０の挿入方向にお
いて基端側に配置され、脱落防止部材２１０ｂは前口金１５０に対して挿入部１０の挿入
方向において先端側に配置されている。
【０１１６】
　脱落防止部材２１０ａは、基端部１８０ａがコイルバネ受け３９ｖから脱落することを
防止する例えばストッパーであり、抜け止め手段として機能する。また脱落防止部材２１
０ｂは、伸縮する基端部１８０ａが前口金１５０に挿入することを防止する例えばストッ
パーであり、抜け止め手段として機能する。
【０１１７】
　基端部１８０ａは、脱落防止部材２１０ａ，２１０ｂによってコイルバネ受け３９ｖと
前口金１５０の間で、挿入部１０の挿入方向に沿った移動を規制される。
【０１１８】
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　これにより本変形例は、例えばコイルバネ受け３９ｖの軸方向とコイルパイプ４１の軸
方向にズレが生じても、基端部１８０ａは軟性であるため、コイルバネ受け３９ｖとコイ
ルパイプ４１を取り付ける際の精度を緩くすることができる。よって本変形例は、組み立
て性を向上させることができる。また軸方向にズレが生じ、基端部１８０ａは伸縮しても
、脱落防止部材２１０ａ，２１０ｂによって移動を規制されるため、第１の実施形態と同
様の効果を得ることができる。
【０１１９】
　また第７の変形例として、一般的に図１９Ａに示すように、リベット３６の受け部３６
ａは、節輪３５の内側に出っ張っているが、本変形例におけるリベット３６は、図１９Ｂ
に示すように受け部３６ａを設けていない。これによりリベット３６は、節輪３５の内側
において凸量を低くする（受け部３６ａの長さだけ短くする）ことができ、リベット３６
は、密着コイルバネ１８０に対する磨耗を抑えることができる。これにより本変形例は、
密着コイルバネ１８０に対する磨耗を低減させることができるために、密着コイルバネ１
８０を長期間使用することができる。また本変形例は、磨耗を低減させることができるた
めに、湾曲部２２を湾曲させるために先端部１８０ｂを移動させる操作力量を低減させる
ことができ、また湾曲性を向上させることができる。
【０１２０】
　また本変形例は、凸量が低い分、操作ワイヤ４２と、軟性管状体である密着コイルバネ
１８０と、コイルバネ受け３９を外径側に配置できるため、内蔵物とのクリアランスを広
くでき、また湾曲部２２を細くすることができる。なお本変形例は、一般的な湾曲部２２
を用いても良い。
【０１２１】
　なお上述した各実施形態と各変形例は、４本の操作ワイヤを用いて湾曲部２２を先端側
から上下左右方向に湾曲させるとしたが、これに限定される必要はなく、２本の操作ワイ
ヤを用いて、湾曲部２２を先端側から上下方向、または左右方向にのみ湾曲させてもよい
。また１本の操作ワイヤを用いて、湾曲部２２を先端側から上下左右方向のいずれか１つ
にのみ湾曲させてもよい。
【０１２２】
　なお各実施形態は、上述した各変形例を組み合わせて構成してもよい。　
　このように本発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階では
その要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開
示されている複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。
【０１２３】
（付記１）
　細長い可撓管部と、前記可撓管部の先端と基端部にて連結する湾曲可能な湾曲部と、前
記湾曲部の先端と基端部にて連結する先端硬性部を有し、体腔内に挿入される挿入部と、
　前記可撓管部の基端と連結し、前記湾曲部を湾曲操作する操作部と、
　を具備し、
　前記湾曲部は、前記挿入部の挿入方向に沿って並設され、回動可能に順次連結している
複数の節輪を有し、
　前記挿入部を挿通している操作ワイヤにおいて、前記操作ワイヤの一端は前記先端硬性
部に設けられ前記操作ワイヤの一端を固定する操作ワイヤ固定部に固定され、前記操作ワ
イヤの他端は前記操作部に固定され、前記操作部によって前記操作ワイヤが牽引操作され
ることで前記湾曲部が湾曲する内視鏡において、
　前記操作ワイヤを進退自在に挿通させるコイルバネを具備し、
　前記コイルバネは、前記節輪において前記節輪の内方に向けて形成されている受け部を
挿通し、
　前記コイルバネの基端部は、前記操作ワイヤに沿って前記コイルバネの軸方向に移動す
ることを固定され、
　前記湾曲部の内周部における前記コイルバネの先端部は、前記湾曲部が湾曲した際に、
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前記操作ワイヤ固定部よりも前記挿入部の挿入方向に対して基端側に配置されるように前
記操作ワイヤに沿って前記コイルバネの軸方向に進退自在に移動可能であることを特徴と
する内視鏡。
【０１２４】
（付記２）
　前記湾曲部の外周部における前記コイルバネの先端部は、前記湾曲部が湾曲した際に、
最も先端側に配置されている前記受け部よりも前記挿入部の挿入方向に対して先端側に配
置されるように前記操作ワイヤに沿って前記コイルバネの軸方向に進退自在に移動可能で
あることを特徴とする付記１に記載の内視鏡。
【０１２５】
（付記３）
　前記湾曲部が湾曲することで、前記コイルバネの先端部が前記操作ワイヤに沿って前記
コイルバネの軸方向に移動する際に、前記コイルバネは、移動する前記コイルバネの先端
部が前記操作ワイヤ固定部に当接しない長さを有することを特徴とする付記２に記載の内
視鏡。
【０１２６】
（付記４）
　前記湾曲部が湾曲することで、前記コイルバネの先端部が前記操作ワイヤに沿って前記
コイルバネの軸方向に移動する際に、前記コイルバネは、移動する前記コイルバネの先端
部が最も先端側に配置されている前記受け部から脱落しない長さを有することを特徴とす
る付記３に記載の内視鏡。
【図面の簡単な説明】
【０１２７】
【図１】図１は、一般的及び全ての実施形態における内視鏡の概略構成図である。
【図２】図２は、図１に示すＡ－Ａ線における可撓管部の横断面を示す横断面図である。
【図３】図３は、湾曲部の節輪の並設状態を示す図であり、湾曲部が略直線状態であるこ
とを示す概略図である。
【図４】図４は、連結した湾曲部と可撓管部が非湾曲状態で保持されている状態を、一部
破断面にて示す概略縦断面図である。
【図５】図５は、節輪の構成を示す斜視図である。
【図６】図６は、図１に示すＢ－Ｂ線における湾曲部の横断面を示す横断面図である。
【図７】図７は、操作ワイヤ固定部の配置位置と、密着コイルバネの構成を示す概略図で
ある。
【図８】図８は、密着コイルバネの基端部と固定部と前口金の配置位置を示す概略図であ
る。
【図９Ａ】図９Ａは、湾曲部が先端側から湾曲する状態を示す図である。
【図９Ｂ】図９Ｂは、湾曲部が先端側から湾曲する状態を示す図である。
【図９Ｃ】図９Ｃは、湾曲部が先端側から湾曲する状態を示す図である。
【図９Ｄ】図９Ｄは、湾曲部が先端側から湾曲する状態を示す図である。
【図９Ｅ】図９Ｅは、湾曲部が先端側から湾曲する状態を示す図である。
【図１０Ａ】図１０Ａは、第２の実施形態における操作ワイヤ固定部の配置位置と、密着
コイルバネの構成を示す概略図である。
【図１０Ｂ】図１０Ｂは、湾曲部が略直線状態であることを示す概略図である。
【図１０Ｃ】図１０Ｃは、湾曲部が最大湾曲した状態を示す概略図である。
【図１０Ｄ】図１０Ｄは、密着コイルバネの先端部を示す図である。
【図１０Ｅ】図１０Ｅは、密着コイルバネの先端部を示す図である。
【図１１Ａ】図１１Ａは、第３の実施形態における操作ワイヤ固定部の配置位置と、密着
コイルバネの構成を示す概略図である。
【図１１Ｂ】図１１Ｂは、湾曲部が略直線状態であることを示す概略図である。
【図１１Ｃ】図１１Ｃは、湾曲部が湾曲した状態を示す概略図である。
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【図１２Ａ】図１２Ａは、第４の実施形態における操作ワイヤ固定部の配置位置と、密着
コイルバネの構成を示す概略図である。
【図１２Ｂ】図１２Ｂは、湾曲部が略直線状態であることを示す概略図である。
【図１２Ｃ】図１２Ｃは、図１２Ａに示すＣ－Ｃ線における湾曲部の横断面を示す横断面
図である。
【図１２Ｄ】図１２Ｄは、図１２Ａに示すＤ－Ｄ線における湾曲部の横断面を示す横断面
図である。
【図１２Ｅ】図１２Ｅは、マルチルーメンチューブの概略斜視図である。
【図１２Ｆ】図１２Ｆは、湾曲部が最大湾曲した状態を示す概略図である。
【図１３】図１３は、第１の変形例における密着コイルバネの先端部の構成を示す概略図
である。
【図１４】図１４は、第２の変形例における最も先端側に配置されるコイルバネ受けの構
成を示す概略図である。
【図１５】図１５は、第３の変形例における密着コイルバネの基端部の構成を示す概略図
である。
【図１６】図１６は、第４の変形例における密着コイルバネの基端部の構成を示す概略図
である。
【図１７Ａ】図１７Ａは、第５の変形例における密着コイルバネの基端部の構成を示す概
略図である。
【図１７Ｂ】図１７Ｂは、図１７Ａに示すＥ－Ｅ線における湾曲部の横断面を示す横断面
図である。
【図１８】図１８は、第６の変形例における密着コイルバネの基端部の構成を示す概略図
である。
【図１９Ａ】図１９Ａは、一般的なリベットと密着コイルバネの当接状態を示す概略図で
ある。
【図１９Ｂ】図１９Ｂは、第７の変形例におけるリベットと密着コイルバネの当接状態を
示す概略図である。
【図２０】図２０は、従来の湾曲部が基端（根元）側から曲がる状態を示す概略図である
。
【図２１Ａ】図２１Ａは、従来の湾曲部が略直線状態であることを示す概略図である。
【図２１Ｂ】図２１Ｂは、従来の湾曲部が基端（根元）側から曲がる状態を示す概略図で
ある。
【符号の説明】
【０１２８】
　１…内視鏡、１０…挿入部、２１…可撓管部、２２…湾曲部、２３…先端硬性部、２３
ａ…突片、２３ｂ…先端部、２３ｃ…先端カバー、２３ｄ…糸巻き固定部、２６…対物レ
ンズ、２７…ライトガイドファイバ、２８…撮像素子、２９…接続回路基板、３２…ケー
ブル、３５…節輪、３６…リベット、３７…突片、３９…コイルバネ受け、４１…コイル
パイプ、４２…操作ワイヤ、６０…操作部、６１…把持部、６２…湾曲操作ノブ、６８…
処置具挿入部、６９…処置具挿通チャンネル、６９ａ…先端開口部、７０…処置具挿入口
、７５…外皮チューブ、１５０…前口金、１６０…固定部、１７０…操作ワイヤ固定部、
１８０…密着コイルバネ、１８０ａ…基端部、１８０ｂ…先端部、１８０ｃ…中間部。
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外，紧密接触螺旋弹簧180的末端部分180b可以沿着操作线42来回移
动。 当弯曲部22最大程度地弯曲时，内周部的顶端部180b不与操作线固
定部170抵接而向操作线固定部170的附近移动，外周部的顶端部180b是
螺旋弹簧。 它移动（缩回）到螺旋弹簧接收器39c附近，而不会从接收
器39c上掉下来。 [选择图]图7
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